
籍

鮮

馨

　
鍔

弥
颯

叢

武

士
成
立

の
経
済

的
要
素

:

綜
合

奢
侈
税

の
批

評

:

:

:

:

・

猫
…立
海
運
業
者

の
排
他
的
手
段

・
…

文

化

的
認

識

と
歴

史

的
認

識

・

時

外
醐

地

租

委
譲

と
…収
入

の
鉄

咽
旧

:

・
・

農

村

問

題

と
其

封

策

・
:

:

・
:

・

一説

苑

畳

岐

國

に
於

け

る
地

割

制
度

:

:

・

歴
史
派
経
済
…學
獲
達
の
径
路

…

雑

録

氏
族
制
度
雑
考

・
・

報
酬
逓
減
法
則

の
適
用
範

園

:

・
:

照
慮
計

算

の

一
方

法

:

:

:

…

・
文

學
博
士

.
法
學
博
士

.
法

學

士

.
注

學

士

恒 小 榊 三

藤 脅戸 浦
臼

太 正 周

恭 郎 雄 行

、
渋
墨
博
士

小

川

郷

太

郎

・
注
學
博
士

河

田

嗣

耶

・
農

學

士

奥

田

或

・
注

學

士

山

口

正

太

郎

.
法

學

±

.
渋

墨

士

●
纒
濟
學
士

本

庄

榮

治

郎

山

口
正

太

郎

蜷

川

虎

三

、

」
、
㌧

臼[
'
炉

h



、

「

猫
占
海
運
業
者

の
排
他
的
手
段
.

(海
運
に
於
け
る
競
争
ε
凋
占
、
其
三
)

小

島

畠

太

郎

・海
運

に
於
て
濁

占
的
状
態

の
成

立
す

る
事
幟
…は

地

方
的
局
部

的
航
路

ε
國
[際
的
主
要
航
路

ε
に
よ
り

て
異

る

前

者

に
あ
り

て
は
、
概

ね
ヤ
多
数

の
海
運
業
者

を
競

争

關
係

に
立

た
し
む

る
程

に
、

そ
の
交
通

量
が
多

く
は
な

い

が

、
後
者

に
あ
り

て
は

、
そ
の
交

通
量

も
甚

だ
多

く

、
從

っ
て
そ

こ
に
競
争
關

係

に
於

て
現

る

べ
き
海
運
業
者

も

亦
多
歎
な

る
を
常

こ
す

る
。
競
争
者

の
少

き
地
方
的

局

部
的

航
路

に
あ
り
て
は
、

一
海
蓮
葉

看
が
、
交

逼
量

の
増

加
す

る

に
件

ひ

て
、

そ
の
事

業

の
規
模

を
、
他

の
競

争

者

の
追
随

し
得

ざ

る
程

度

に
ま

で
、
櫃
張

し
た
6
結
果

こ

し

て
、
自

ら
糊
占

的
地
位
を
獲
得
す

る

に
至

る

こ
ピ

が
あ
る
。

或

は
文
相

対
立
せ

る
海
運
會
肚

の

一
が
、
相
手

方

た

る
競
争
會
肚

の
資

本
持

分

に
加

人
し
、
共

同

の
運

賃
政
策

を
採
用

す
る

こ
ご
に
よ
り

て
、
凋
占

を
獲

得
す

る
こ

ピ
が
あ

る
。
更

に
進

ん
で
は

、
雌既
争
闘

係

に
立

つ
會

　肛
間
に
、

か
の
蜀
占

聯
A
只
巳
o
コ
o
℃
o雰
二
蓉
ず
①
<
①
す
門三
鵬
口口
四
)

左

上
て
は
、

最

高

の
形
.態

ε
認

め
ら

る

＼
所

の

ノ

ニ
ー
ジ
ョ
ソ

(「
ロ
・・び
口
)
若

し
く

は
ド

ラ

ス
ト

(月
三
田ご

を

組

織

す

る

こ
ε
に

よ
り

て
も
之

を
獲

得
す

る

こ
ε
が
出

来

る
。

併

し
乍
ら

、
国
際

的
主
要

航
路

に
あ
り

て
は

、
そ

こ
に
楼

乗

せ
る
海

運
會
肚

の
撒
も

多
敷

に
上
り
、
且

つ
新

た

な

る
競
争
者
を
誘
獲

し
易
き
事
情

も
あ

る
が
爲

め
に
、
地
方
的

局
部
的
航
路

に
於
け

る
が
如

き
前
述

の
方
法

に
て

.「・論

叢
.

濁
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段
.

錆
十
七
巻

(第
二
號

三
五
)

∴
八
七



、

ρ

論

叢
.

濁
占
轍
蓮
業
者
の
排
他
的
手
段

第
十
七
巻
.
汽第
二
號

三
六
)
.
一
入
入

は
彼
等

の
間

の
競
争

な
調
節
制

限
す

る
に
足
ら
す

し

て
、
結

局
、

コ
ソ
フ
.エ
レ
ソ
ス
ご
謂
は
る

、
所

の
、
、凋

占
聯

・

合

ご
し

て
は
第

二
位

に
あ

る
カ

ル
テ

ル
組
織

に
よ
り

て
、
競
争
螢
業
者

を
結

合
し
、
そ

の
相

互
間

の
競
争

を
制
限

す

る
こ
ぜ
に
よ
り
て
濁
占

的
地

位
を
獲
得
す

る

の
外

は
な

い
。

之
は
既

に
前

段

に
於

て
詳

し
く
説
明

し
π
る
所

で

め
る
叫

然

る
に
、
海
洋
な

る
も

の
は

、
元
来

、
萬

入

の
自

由
な

る
使

用

の
爲

め
に
開
放

せ
ら

れ
た

る
公
道

で
あ
る

か
ら
.

或

航
路

に
於

て
、
或
.
函

の
海
運
業
者

が
、

ゴ

ン
フ

・
レ

ン
ス
組
織

に

よ
り

て
、
そ

の
加
盟
者
相

互
間

の
競

争
を

調

節
制

限
し
、
以
て
猫

占
的
地

位
を
獲

得

し
得

て
も

、

こ

の
組
織

だ
け

で
は
未

だ
そ

の
猫

占
を
維
持
す

る
の
力

が

な
い
。

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
外

部

に
有

力
な

る
海
運

業
者

が
現
は
れ
出

で

、
、
之
に
競
争

を
開

始
し
、
容
易

に
そ

の
濁
占

的
地

位
を
覆
す

こ

`
を
得

る
か
ら

で
あ
る
。

製
造

工
業

に
於

て
は

カ

ル
テ

ル
を
組
織
す

る

こ
ε
は
、
猫
占

を
獲
得

す

る
の
方
法

で
あ

る
ε
共

に
、
叉

之
を
維
持

す

る
の
方

法
で
あ

る
が
、
海
運

に
あ
り

て
は
、

カ
ル
ラ

ル
は

獅
占
を
獲
得
す

る
の
方
法

た
る

に
止

ま

り
、
そ

の
組

織
自
膿

に
は
凋
占

を
維
持
す

る
に
足

る
所

の
力
を
持

っ
て
居

な

い
。

藪

に
於

て
,.
海

運
業
者

は

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
を
組
織
す

る
ぜ
共

に
、

そ
の
主
要
獄

る
.一
事
業

ビ
し
て
、

コ

ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
の

勢

力
範
囲

分
に
新

π
な
る
競
争

海

運
業
者

の
獲

生
す

る
こ
ξ
を
防
思
す

幡
に
足

る
所

の
何
等

か

の
排
他

的
手
段
を
採
用
す

る
を
常

ざ
す

る
。

且

つ

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
は
、

ト
ラ

ス
ト̀
や

フ
「ユ
ー
ジ

月
ソ
の
如

く
、
資

本

の
共

同
所
有

を
基
礎

こ
し

て
成
立
す

る

1)本 誌第十 四巻 第一號及 び第二號



、

所

の
鞏

固
な

る
固
結

ε
は

異
り
て
、
軍

に
契
約
的
基

礎

の
L⊥
に
立

つ
所

の
聯
合

で
あ

る
か
ら
、
加
盟
者
相

互
の
結

合
力

も
薄
弱

な
る
所

が
あ

る
。
從

っ
て
、
そ

の
目
的

さ
す

る
猫
占

を
維

持
す

る
が
霜

め
に

ε
る
所

の
排
他
的

手
段

が
競
事

螢
業
者

の
獲

焦
を
防
止

す

る
に
十

分
な

る
も

の
で
な

け
れ
ば
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
そ

の
も

の
が
初

め
よ
り

成

立
す

る
に
困
難

な
る
の
み
な
ら
す
、
叉

そ

の
成

立

後

に
於

て
も
崩

壊

の
危
険
を
含

む
も

の
で
あ
る
。

故

に

コ
ソ

フ
ェ
レ
ン
ス
に
あ
り

て
は

、

加
盟
者

が
協

同

一
致

し

て
、
凋
占
維
持

の
爲

め
に
排
他
的
手

段
を

ご
る
こ

ε
が
、
之

の

を
成
立

せ

し
む

る
主

湿
る
目
的

の

一
で
あ

る

ご
共

に

、
.叉
之

を
し
て
鞏
固
な

る
結
合

た
.ら
し
む

る

　
要

件
で
あ

る

ハ

コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ

ス
が
戦
略

的
目

的
を
有

つ
カ
ル
ナ

ル
で
ゐ

奄
ε
謂
は
れ

る
の
は
、

即

ち
之

が
矯

め
で
あ

る
。

然
ら

ば
、

コ
ソ
フ
エ
レ
ン
ス
の
探
用
す

る
排
他

的

手
段

、
即

ち
そ
が
競
争

螢
業
者

を
排
斥

し
、
ヌ

は

そ
の
獲
生

を
防
遏

す

る
目

的
を
以
て
採
用
す

る
所

の
手
段

ε
は

、
如

何
な

る
も
の
で
あ

る
か
。

そ
の
主

な

る
も

の
に
三

つ
あ

る
。
其

「
は
運
賃

延
戻
制

(
O
・す

・巴

蓉

9
寡

暮

諾
B
甲
皆

げ
鋒

。。眞

。色

其

二

は
特
恵

運
送
契

約

(∩
8
冨

♀

3
.切窓
ヨ
)
其
三

は
競
争

盤
根
船

(閃
曲げq
げ
穿

⑳
Q∩
ぼ
陽
)

の
使
用

で

あ
る
。
前

二
者

は
箏

素

よ
り
競
争
瞥

業
者

の
獲
生

を
防
遏

す

る
方
法

ε
し
て
行
は

る

、
も

の
で
あ

っ
て

、
最
後

の
も

の
は
愈

々
競
争
讐

業
者

の
出
現

し
た

る
場

合

に

そ

の
競

争
を
撃
退

し
、
相

手
方

を

し
て
競
争
行

爲
を

止

め
し

め
ん
が
爲

め
に
、
輩

に

一
時
的
手
段

ε
し
て
行

ふ
も

の
で
あ

る
。

一

運

賃

延

展

制

騎

叢

濁
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段
.

第
+
七
巻

(第
二
號

三
七
)

一
入
九

Ref.ReportoftheRoyalD
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、

⑪

.

、

総

黄

濁
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段

第
十
七
巻

(第
二
脇

三
入
)

一
九
Q

賃

率
表

に
定

む
る
所

に
從

ぴ

一
般
公
衆

の
爲

め
に
貨
物

遮
逡

の
管
業

を
な
す

も
の
が
、
特
別

の
荷

主

に
劃

し
、

一
定

の
係
件

の
下

に
、
表
定
賃
率

の

一
部
易
を
佛
戻

す

こ
ε
は
、
鐵
道

に
於
て
も
普
通

に
行

ほ
る

、
所

で
あ

っ
て

敢

て
珍
ら

し
き
事
柄

で
は
な

い
。
然

る
に
、
藪

に
述

べ
ん
こ
す

る
所

の
海
運

に
於
け

る
運
賃
延
展

制

な
る
も

の
は

へ

.

鐵
逆
に
於
け
る
ε
は
全
く
異
る
所
の
制
度
で
あ
っ
て
、
特
殊
の
意
義
ご
作
用
ε
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

鐵
道
に
於
け
る
運
賃
綿
戻
に
は
吊

一
般
に
光
景
貨
物
の
蓮
逡
を
委
託
で

る
も
の
に
謝
し
》
公
然

一
定
歩
合
の
割

引
を
な
す
所
の
所
謂
割
引
賃
率

「(
丙
筈
鉾
冨
「5

ε
.
大
量
貨
物
の
運
送
を
織
綾
的

に
委
托
す
乃
特
殊
荷
主
に
射
し

秘
密

に
割
戻
を
な
す
秘
密
割
戻

(即
四壁
会
ε

ピ
の
二
種
類
が
め
る
。
併

し
前
者
は
、
そ
の
性
償
、
輩
に
私
経
済

主
義

に
基
く
相
対
的
差
別
賃
摩
に
外
な
ら
す
、
後
者
も
有
利
な
る
荷
主
を
競
争
的
鐵
道
會
肚
叉
は
そ
の
他
の
蓮
喩

機
關

に
奪
は
れ
ざ
ら
ん
ε
す
る
手
段

に
外
な
ら
す
し
て
、
両
者
こ
も
濁
占
の
獲
得
維
持
を
目
的

こ
す
る
も
a
で
も

な
く
、
叉
さ
ほ
こ
の
効
力
あ
る
も
の
で
も
な
い
。
然

る
に
海
運

起
於
て
行
は
る

・
運
賃
延
展
制
な
る
も
は
、
濁
占

の
獲
得
維
持
を
唯

一
の
目
的
ε
し
て
採
用
せ
ら
る

、
手
段
で
、
且

つ
そ
の
目
的

に
甚
だ
有
効
に
役
立

つ
も
の
で
あ

る
◎

θ

運
賃
延
展
制

〔U
。
ず
「話
山
器
び
舞
Φ
錺
遂
区
日
…
殉
騨
げ
騨
欝
務
器
8
)
ご
云
.ふ
は
》
荷
主
が
、

一
定
の
航
路

に
於
け
る
彼

の
運
逡
貨
物
を
、

一
定
の
期
間
.
專
ら

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
所
厨
舩

に
の
み
委
托
し
、

絶
勤
に
他
の
海
運
業
者
に
委

托
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、.
そ
の
期
間

に
支
彿
ひ
た
る
運
賃
総
額

の

一
定
部
分
を
.
更

に

一
定
の
期
間
引
緩
き
他

の

1)F.Ulrich,DasEisenbahntarifwe三en,S.85..



、

海
運
業
者

に
運
送

の
委
托
を

な

さ
ざ

る
曉

に
於

て
、

そ

の
請
求

に
從

ひ
梯
戻
す
仕

組
で
あ

る
。
故

に
荷

主

が
此
制

度

の
下

に
於

て
支
綿
運
賃

の
割
戻

を
受

け
る
が
爲
め

に
は
、
絶
…封
に
他

の
海
運

業
者

に
蓮
逡

の
委
託
を
な

さ
ず

し

て
、

二

つ
の
期
間

を
経
過
す

る
を

要
す

る
。
第

一
の

期
間
は

、
割
戻

の
一刀
本

た

る

べ
港
運
賃

額

の
計
上

せ
も

る

、

期

間

で
、
之
を
計
算
期
間

(》
8
0
二暮

究
『ご
皇

国
o
「。
6ぎ

巷
σq
。。N窪

「碧
巳
)

ε
謂

ふ
。
.第

二
の
期
間

は
、
梯
戻

さ

る

べ
き
金

額

は
既

に
第

一
の
期

間
内

の
支

捌
運
賃

額
の

計
上
に
よ
り
確
定

し
居

れ
こ
も
、
荷
主

が
愈

々
現

實
に
其

彿

戻
を
請

求
す

る
が
矯

め
に
は
、
な

ほ
引
続

き
他

の
海

運
業
者

に
絶
対

に
蓬
蓬

の
委
托

を
す

る
こ
ε
な
く

し
て
、
そ

の
纒
過

を
待

た
ね
ば

な
ら
.澱
期
間

で
あ

る
。
即

ち
海

運
業
者

の
側
よ
り

盲

へ
ば
、
荷

主
を

し
て
な

ほ
引
続

き
そ

の

蓬
蓬
貨

物
を
專
ち
自

己
に

の
み
委

托

せ
し
む

る
が
爲

め
艇
、
そ
分
憺
保

こ
し
て
割
戻

額

の
支
辨
を

留
保

し
置
く
期

澗

で
あ

る
。
赦

に
こ
の
第

二
の
期

間

を
留
保
期
間

(
牢
属δ
年
9

結
す

ヨ
8
訂

≦

舞

①
巳

こ

ご
謂

ふ
。
而

し
て
、
計

算
期
間

ご
留
保
期
間

ご
は
常

に
同

一
の
月
数

で
あ

っ
て
、
六

ヶ
月

な
る

こ
ご
を

通
例

・し
す

れ
こ
も
、

コ
ソ
フ

ェ
レ

ン
ス
に
よ
り
て

は
ヌ

四

ケ
月

`
定

め
て
居

る
も

の
も

あ

る
。
延
展
金

(
O
o
貯
喬
oユ

お
げ
碧
2

N
震
音
『

ぴq
2
巳

F
o
o
ユ
o
『

翌
碑
島
多
o
冨
器

蜜

σ
舞
需
)
の
割
合

は
、
支

彿

ひ
π

る
運
賃

総
額

の

一
割
が
普
通

で
あ
る
が
、
之
も

叉

コ
ソ
フ

ェ
レ

ソ
.ス
に
よ
り

て
は
五
歩

の
こ
ま
も
あ

る
。
但

し
延
展

金

の
割
合
は

、
競

争
海
運
業
者

の
出

現
し
た

る
場
合

、
特

に

蒔

的

に
引
上
げ
ら

る

・
こ

ご
も

あ
る
。

今

、
英
吉
利

の
海

運
同
盟

調
査
委
員
報
告

書

に
戯

す

る
所

に
從

ひ
、

こ
の
運
賃
延
展

制
な

る
も

の
を

具
艘
的

に
.

論

叢

櫛
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段
、

第
†
七
巻

(第
二
號

三
九
)

一
九
一

、

●



「

論

叢

濁
占
海
運
業

者
の
排
他
的
手
段

・第
十
七
巻

(第
二
號

四
〇
)

一
九
二

説

明
す

れ
ば
為
二

九

〇
七
年

に
於

て
、
英
吉

利
よ
り

の

「南

亜
貿

易

に
於
け

る
延
戻
金

は
、
荷
主

の
支
挑

ひ
π

る

運
賃

の
五
歩

で
あ
る
。

こ
の
延
戻
金
鳳
、
「
六
月

三
十

日

ピ
十

二
月

三
十

一
日

に
終

る
各
六

ケ
月
間

に

つ
い
て
計

算

せ
ら

れ
る
の
で
あ

る
が
、
之

は
、
其
計

算
期
間

後
憂

に
⊥
ハ
ケ
月

を
経
過
す

る
ま
で
は
、
支
彿

は
れ
す

に
留
保

せ
ら

れ

る
。

即
ち

一
月

一
日
よ

り
⊥
八
月
三
十

日
ま
で

の
間

の
積
荷

に
劃
す

る
延
展
金

は
、
翌
年

の

一
月

一
.日

に
支
彿

は

れ
、
七
月

一
日
よ
り
十

二
月
三
十

日
ま
で
の
間

の
積

荷

に
封
ず

る
延

展
金

は
、
翌
年

の
七
月

一
日

に
支
彿

は
れ

る

だ

か
ら
、
比
例

の
場
合

に
於

て
、
こ

の
積

荷

に
封
ず

る
延
展

金
の
支

彿
ひ
も
う
少
く

ε
も
六

ヶ
月
間
は
船
主

が
之

恕
留
保
す

る
.こ
乙

、
な

り
、

}
月

一
日
文
は
七

月

一
日

の
積
荷

に

つ
い
て
は
、

一
ケ
年
間

之
を
留
保
す

る
こ
ぜ

、

な

る
。

若

し
も
荷

主
が
、
如
何

に
小
量

の
荷

物
ε
錐

も
.

こ
れ
む

の
こ

の
期
間
内

に
於

て
も

、

コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス

.

使
用
船

に
非

ら

ざ
る
船
舶

に
よ

b

て
運
送

し
π
場
合

に
は
、
そ
の
期
間

ご
、
そ

の
以
前

の
期
間

こ
の
二
期
間
内

に

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
使
用
船

に
積

載

し
π
る
荷

物

の
総

て
に
封
ず

る
延
展
金

の
請
求
灌

を
失

ふ
こ
ε

、
な

る
。」

・
こ

の
運
賃
延
展

制
な

る
も

の
は

、
秘
密

に
特
殊

の
荷
主

に
饗
し
て

の
み
行

は

る

、
も

の
で

は
な

く
、
公

然

ε

一

.

般

の
荷
主

に
勤

し
て
等

し
く
行

は
.る

、
も

の
で
め
る
。
併

し
延
展

制

の
内
容
即

ち
そ

の
詳

細

な
る
條

件
は

一
般

に

公
表

せ
ら

る

、
こ
ξ
な
く
、
.
只

海
運
會
祉

よ
b

そ
の
荷

主

に
配
付

さ

る
通
牒

(三
豊
∩。
)
叉

は
引
札
.
(Ω
「。口
一四鳥

肉
弓
勢
9
δ
一σ①
巳

の
形

式

に
於

て
獲
表

せ
ら
れ
、

賃

率
表

の
公

表
せ
ら

る

、
場
合

に
あ

っ
て
も

、

そ
れ

に
は

ロ
ハ

延
戻
金

の
あ
る

べ
き
こ
と
、
又

は
そ

の
割
合

だ
け
が
示

さ
れ

て
居

る

に
過

ぎ
な

い
。
而

し
て
、

こ
の
延
展
制
な
る

1)ReportofRoyalCommissiononShippingRings,Vol.L,par23.



「

'

も
の
は
.
コ
ソ
フ
島
.レ
ソ
ス
.が
そ
の
自
ら

の
事
業

の

一
つ
ε
し
て
行
ふ
所
で
は
あ
る
が
、
.延
戻
金

に
閲
す

る
橿
利

義
務
の
關
係
は
」
多
く
の
場
合

に
於
て
は
、
只
加
盟
者
把
る
各
海
運
會
肚
ピ
各
荷
主
ε
の
間

に
存
す
る
だ
け
で
湘
.

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
ご
各
荷
主
こ
の
直
接
關
係
π
る
場
合
は
甚
だ
稀
で
あ
る
。

故

に
荷
主
が
延
展
金
を
請
求
せ
ん
ε

す
る
場
合
に
は
、

コ
ソ
7
エ
レ
ン
ス
所
定
の
請
求
書
に
、
延
展
金
に
關
す
る
各
條
件
を
完
全
に
履
行
し
π
る
旨
を

記
載
し
て
、
留
保
期
間
経
過
後

　
定
の
期
間
内

に
、
運
送
を
委
托
し
た
る
海
運
曾
池
に
直
接
提
出
す
る
こ
ε
に
な

.

つ
て
居
る
ゆ

荷
主

が
.コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
所
騰
會

駐
の
こ
三
の
も
の
に
運
送
を
委
托
し
把
る
場
合
に
は
、
を
の
各
會
.

魅

の
積
荷

に
謝
し
て
、
會
肚
毎
に
そ
れ
ぐ

請
求
せ
ね
ば
な
ら

諏
。
か
く
て
延
展
金
は
通
常
各
々
請
求
を
受
け
π

右

會
砒

よ
め

直
接

に
支
彿

は

る

、
の
で
あ

っ
て
、

コ
ソ
フ
.エ
.レ
ソ

ス
自

機

よ
b
支

携
は

る
.・、
の
で
は
な
い

。
そ

れ

が
、普
通

の
場

合
で
あ

る
。
陣併

し

コ
ソ
フ
ニ
レ
ソ
ス
に

よ
り
て
は
、
叉
、
延
戻
金

に
關
す

る
椹

利
義
務

の
關

係
を
、

ー
コ
ン
フ

ェ
レ
ン
ス
自
膿

ご
荷
主

こ
の
直
接

の
.關
係

ど
な
し

、

叉
は
延
展

金

に
關
…す

る
事
務

を

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
に

集

中
し

て
取

扱

ふ
も

の
も

あ
る
。
例

へ
ば
、
前
掲

の
英
吉
利
海
運

同
盟

調
査
委
員
報
告

書

に
從

へ
催
、

O
。
ざ
3
げ
。

国
。ヨ
⑳蓄

a

∩
8
密
「9
8

で
は
、

一
禮

ε
し
て
の

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
.に
請
求

し
、

且

つ
之
よ
り
直

接

に
支
彿
は

腔

》
島
身
包
冨
昌
0
8

ず
「①
ロ8

の
リ
ヴ
ァ
プ

ー
ル
部
で
は

、
延
戻
金

の
請

求
書
は
、

該

部

の
中
央
事
務

所
を
脛

て
提
出

す

る

こ
ご
に
な

っ
て
居

る
。

運
賃

延
戻
制

な
る
も

の

、
骨
子
は

、
先

づ
右

に
述

ぶ
る
が
加

速
も

の
で
あ
る
。
此

制
度

に

つ
き
て
は

幾
多

の
興

論

叢

濁
点
海
運
巣
者
の
排
他
的
手
段

・

第
十
七
趣

(第
二
號

四

一
)

一
九
三

1)ibid.,Vol.1・,pa■ ・24・

b



属

」

醗

叢

蜀
青
海
蓮
巣
者
の
排
他
的
手
段

第
十
七
巻

(第
二
號

四
二
)

一
九
鴎

昧

あ
る
問
題

が
あ

る
の
だ

が
、

そ
れ
ら

に
論
及
す

る

こ
ε
は
、
今
全

く
之
を
省

き
、
本
浦

に
於
て
は
只
此
制

度
が

如

何

に
し
て
凋
占
維
持

の
手
段
た

る
か
を
説

明
す
れ

ば
足

る
。
扱

て
、
荷

主
は
此

制
度

の
下

に
於
て
、

明
示
叉

は

黙

示
の
契
約

に
基

き
て
、
當
該
航
路

に
輸
送

す

る
貨

物

の
.継
て
を
、

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ

ス
船

に
の
み
委
托

す

べ
き
義

務
を
負

ふ
の
で
は
決

し

て
な

い
。
併

し
乍

ら

、

若
し

彼

が

一
度

ぴ

コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス
に
間

せ
ざ
る
船

舶

に
些
少

の

荷
物
で

も
積

込

め
ば
、
そ

の
こ
ご
の
あ

っ
た
期

間

、
.即

ち
現

に
計
算
期
間

こ
し

て
取
扱
は

れ

っ

、
あ

る
期
間

に
積

込

ん
だ
荷
物

に
封
ず

る
延

展
金

ε
、
そ
の
以
前

の

一
期

間

に
積

込

ん
だ
荷

物
に
封
ず

る
延
展
金

で
、
今

は
留
保
期

間

に
属

す

る
も
の
ε
し
て
取
扱
は

れ

つ

、
あ

る
も

の

蓬
の
、
総
て
を
失

ふ
こ
ざ

に
な

る
。

こ
の
延
展
金

の
総
額

な

る
も

の
は
、
荷

主

に
ざ
り

て
決

し
て

一
般

に
軽

視
し
得

べ
き
少
額

で
は

な

い
、
例

へ
ば

、
前

掲

の
報
告
書

に
從

へ

ば

、
西

亜
弗

利
加
貿
易

に
於

て
、

ン自
「・
ト

=
巴
β

ε

云
ふ

一
貿
易
商

が
、
延

展
金

ご
し
て
卒
素

保
留

さ
れ
て
居

る

金
額
は
、
夫

抵
六
千
務
に
達
し
、

軍

・
N
8
ぎ
駐

は
四
千
五
百
傍

に
達
し
て
居
る
ε
云
ふ
.
此
等
の
金
額
の
得

喪
は
、
荷

主

に
ε

つ
て
は

一
に
.

コ
シ

7

エ
レ
ン
ス
船

の
み
を

利
用
す

る
か
否

か
に
懸

っ
て
居

る
。

面

し
延
戻
金

に
閲
す

る
計
算
期
間

`
、

そ

の
留
保
期
間

ε
は
、

前

述

の
如

く
、

常

に
相
重
複

し

て

連
続

し

て
居

る

の
で
あ

る

か
ら
、
荷

主
は
運
送

を
縄
繧
す

る
限
り

.
こ
の
延
展

制

に
よ
り
て
、
利
害
關
係

上
、
運

送
船
撰
揮

の
自
由
を
束
縛

せ
ら
れ
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
外

の
船
舶
を

利
用
す

る

機
會

を
全
く
奪

は
れ
る

こ
ざ

、
な

る
。
故

に
、
荷
主
は
何
等

契
約
上

の
拘
束
を
受

く
る
の
で
は
な

い
が
、

そ
れ
.よ

り
毛
更

に
強
力

な

る
利
害
關
係

に
よ
り

て
拘
束

せ
ら

る

、
が

1)1bid,par.9S

・



属

矯

め
.
自

然

コ
ソ
7
エ
レ
ソ
ス
に
謝
し
『
悪

貨
」

(、.H
o嵩

一更
..)
を

識

さ
穿
る
を
得

な
く
な
る
。

荷

主
を

し
て

コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス
に
患

貨
な
ら
ざ

る
を
得
ざ
ら

し
む
る

こ
ご
、

之
が
延
展
制

の
目

的

ε
す

る
所

で

.
あ
る
。
一
の
航
路

に
於
け

る
定
期
船

の
荷
主

が
、
既
存

の

コ
ソ
7
エ
レ
.ソ
ス
に
纏
績

的

に
忠
賢

な
ら

ざ

る
を

得
ざ

る

關
係

に
あ

る
以
上
は
、
其

航
路

に
於

て

コ
ソ
フ
ェ
レ

ン
ス
外

の
定
期
船

會
肚

が
新

た
に
替

業
を
開
始

し
て
も
、

彼

等

よ
り
積
荷

を
得

る
こ
ご
が
出
來

な

い
。
縫

ひ
彼

等

の
外

に
臨
時
的

に
運
逡

の
委
托

を
な
す
荷
主

が
あ

っ
て
も
、
そ

比
ら
は
通
例
有

力
な
ら
ざ

る
も

の
で
あ
る

か
ら

、

そ
れ

の
み

で
は
到
底

管
渠

が
成

立

つ
澤
は
な

い
。
叉
若

し
そ

れ

が
大
量
貨
物

の
輸
送

を
な
す

荷
主

で
、
且

つ
賃

率
表

に
よ
る
運
賃

で
は
縦

ひ
延
展
金

が
あ

る
に
し
て
も
ま

だ
之

に

満

足
せ
ざ
る
も

の
で

め
る
な

ら
ば
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ

ス
は
叉
次

に
違

ぶ
る
特
恵

契
約

に
よ
り

て
特
別

の
運
賃

を
以

て
そ
れ
が
運

送
を
引
受

く

る
手
段

に
出

つ
る
。

故

に
、

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ

ス
航
路

で
は

、
他

の
海
運
業
者

が
之
を
競

争

す

る
こ
ε
甚

だ
困
難

で
あ

っ
て
、

コ
.ン
フ
ェ
レ
ソ

ス
が
濁

占
的
地
位
を
維
持

す

る
こ
ご

、
な
る

の
で
あ

る
。

二

特

恵

契

約

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
が
、

賃

率
表

に
よ
ら
す

し

て
、
運
賃

に
聞

し
て
荷
主

ξ
締

結

す
る
契
約

に
三

種

め
る
。
期
間

契
約

、
大
量
貨
物
契
約

及
び
賃

率
不
愛
更

契
約

、
即

ち
是

で
あ

る
。
此

等

は
何

れ
も
荷
主

た

る
相
手
方

に
射
し

て

運
賃
.に

つ
き
特
殊

の
恵
恩
を
與

へ
、

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ

ス
の
爲
す
斬

に
満

足

せ
し
め
て
、
他

の
海
運
業
者

が

こ
れ
ら

の
荷

主
を
奪

ふ
こ
ご
が
出
來

な

い
様

に
す

る
手

段

こ

し
て
行

は

る

、
も

の
で
、
前
述

の
運
賃

延
戻
制

の
代
用

ご
な

輪

業

掛
μ寝
海
運
葉
滑
の
排
他
的
手
段
.

第
†
七
巻

(第
二
號

四
三
)

一九
五

`
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段

第
十
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號

四
四
)

一
九
六
罰

昏
叉
は

そ
の
補

充

ε
な
る
作
用
を

な
し

.

ゴ
ジ

ブ

ニ
レ
ソ
ス
の
凋

占
的
地
位

の
維
持

に
役
立

つ
も

の
で
あ

る
。

.

期
間
契
約

(
∩
o葺
替
。
ヨ

o
くo
「

p

窄
同δ
亀
)

ど
謂

ふ
は
、

コ
ソ
フ

ェ

レ
ソ
ス
が
定

め
だ

る

一
.定

の
期
間

(
通

常

=
暦
年
∀
、
荷
}主
が
特
定

の
港

よ

り
特
定

の
港

へ
仕
向

け

る
そ
の
輸

逡
貨

物
を
悉

く

コ
ソ
フ
ェ

レ
ソ

ス
船

の
み

に
積
込

む

こ
芭
を
約

失
す

る
に
謝

し
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
加
盟
會

耽
は
普
通
賃

牽
よ

り
も
安

き

一
定

の
特

別
賃

率
.

に
て
そ

の
蓬

迭
を
な
す

こ
ξ
を
約

す

る
契
約

で
あ

る
び

こ
の
場
合

に
特

別
賃
率

を
契

約
賃
率

(O
。三
笛
9

翼

貸

囚
o
葺
替
パ
ジ
障
No
)
ε
云

ふ
に
劃

し
、

普
通

賃
率

を
非
契

約
賃

率

(
Z
O
守

8
三
国
6
戸
毎
叶島
…
円
P
ユ
凍
茸
葛
)
と
謂

ふ
Q

沿
革

的

に
之

を
見

れ
ば
、

期
間

契
約

な

る
も

の
は

コ
ン
フ

ェ
レ
ソ
ス
な

る
も

の

＼
海

運
界

に
現

は
る

、
以
前

か
.

ら
存

在

し
て
居

っ
た
も

の
で
、
寧

ろ
運
賃

延
展
制

の
先
駆

を
な
す

も

の
で
あ
る
。

帆
船

時
代
や
汽
船
時

代

の
初

期

起
於

て
、
船
主

は
有

力
な

る
荷
主

を
自

己

に
引

附
け

る
爲
め
に
、
引

緩

き
大
量

の
運

送
委
託
を
な
す
荷

主

に
は

、
.

そ
れ
が
特
典

ピ
し
て
、
彼

の
荷
物

に
謝

し
て
は

、
同
時

に
積

込
ま

る

、
同
種
貨

物

に
課
す

る
最

低
牽
を
以

て
取

扱

ふ
こ
ご
を
約

し
、
或

は
叉

一
定
大

量

の
貨

物

に
謝
し

て
は

口
銭
叉
は
割
戻

の
形
式

に
於

て
運
賃

の

一
部

分
を
佛
戻

す

こ
ε

、
し
て
居

っ
た
。

か

、
る
慣

習
は

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
な

る
も

の
が
出
家

て
以

来
は
(
前
述

の
運
賃

延
戻
制

に
墜
遷

し
π
の
で
あ

る
が
、
併
し

今
日

に
於

て
も
、
延
展

制
を
採
用

し
得

ざ
る
航
路

(例

へ
ば
北
米
合
衆

國

へ
の

航

路
)

に
は

一
般

の
貨
物

に
謝
し

て
こ
の
期
間
契

約

の
制
度

が
行

は
れ
、
叉
常

に
多

量

に
輸

送
せ
ら

る

、
貨
物

で

不
定
期

船

の
競
争

が
存

在
す

胤
矯

め
に
、
延
展

制
を
以

て
し
て
も
之
を
　捌
古

し
得

ざ

る
場
合

に
は
、
特

に
を
の
種

類

の
貨
物

に
謝
し

て
之
が
行
は

れ

て
居

る
。
.

,



、

「

・
.従

此
期
塁

簸

る
も
の
壷

金

尻
割
ビ
を
比
較
す
る
㌧

を

癒

戻
勢

暫

留
樹

間
な
・
あ

が
な

い
代
b
に
、
荷

主
は
、一
定

0/
期
間

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
船
に
の
み
積
荷
を
な
す
こ
ε
を
、

契
約
上
の
義
務
こ
し

て
負
捲
す
る
、
こ
れ
が
、そ
の
最

も
著
し
き
差
異
で
あ
る
。
延
展
制

の
場
合
に
於
て
は
、
荷
主
の
『
忠
實
」
は
軍
に
利

害
關
係
の
上
よ
b
生
す
る
結
果
で
、
契
約
的
に
拘
束
せ
ら
れ
て
居

る
の
で
は
な
い
が
、
此
場
合
に
は
契
約

の
義
務

か
し
て
『
忠
實
」
が
約
束

せ
ら
れ
て
居

る
。
叉
延
展
制
の
場
合
に
は
、
割
引
摩
は

一
割
か
五
歩

ε
か
云

ふ
風

に

　
定

率

に
這

め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
期
間
契
約
の
場
合

に
は
、
貨
物
の
種
類

に
よ
り
て
割
引
の
高
が
異

っ
て
居

る
。
故

に
期
間
契
綺
が
特
殊

の
貨
物
に
就

い
て
の
み
行
は
る
場
合

に
は
、
契
約
の
上
に
そ
の
運
賃
が
規
定

さ
れ
て

あ
り
、
総
て
の
貨
物
に
就
い
て
行
は
る

、
場
合
に
は
、
契
約
牽
ざ
非
契
約
牽
ε
が
賃
率
表

の
上
に
併
記
せ
ら
れ
て

あ
る
傷
併
し
乍
ら
、
延
戻
制

の
場
合
に
於
て
、
如
何
な
る
荷
主
も
、
即
ち
大
荷
主
も
小
荷
主
も
、
同
種

の
貨
物

に

封
し
て
は
同

一
の
賃
率
を
以
て
取
扱
は
る

、
ε
同
様
に
、
此
期
間
契
約

の
場
合

に
於
て
も
、
契
約
の
相
手
方
た
る

も
の
は
只
大
荷
主
に
の
み
限
ら
る
、
の
で
は
な
も
て
、

一
般

の
荷
主
に
開
放
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
め
る
。
即
ち
期

闘
契
約
の
行
は
る

、
航
路
に
は
、
何
人
に
て
も
均

　
の
條
件
に
て
そ
の
相
手
方
ご
な
b
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
濁

逸

の
學
者
は
之
を
期
間
契
約
ご
云
は
す
し
て
、
同
質
契
約

(㈹
国
警
母
斤貫
窪

囚
o
葺
寅
犀
門Φ
)
.ご
謂
ふ
。
而
し
て
荷
主

へ

の
相
手
方

ε
な
り

て
此
契
約

を
締

結
す

る
加
盟
會

耽

は
、

そ

の

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
加
盟
會

肚
全
部
を
代
表

し

て

締
結
す

る
の
で
あ

る
か
ら

、
荷
主

は

一
旦
此
契
約

を
締
結

し
た

る
以
上
は

コ
ン
フ

ェ
レ
ソ
ス
に
臆

す

る
船

舶
に
は

こ
れ

に
で
も
均

一
の
條

件
を
以

て
蓮
逡
を

委
托

す

る
こ
.ε
が

出
家

る
ρ

論

叢

蜀
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段

第
十
七
巻

(第
二
號

四
五
〕

一
九
七

1)Giese,a,a,O.,277ff.
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論

叢

濁
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段
・

第
†
七
巻
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二
號

四
六
)

一九
八

か
く
の
如

く
、

こ
の
期
間
契
約

な

る
も
の
は
、
運

賃
延
展

制
で
殆

ざ

そ
の
作

用

に
於

て
異

る
所

な
く

.
濁
占
維

持

の
矯

め
の
排
他
的

手
段

こ

し
て
布
敷

な

る
も

の
な

る
は
明

か
で
め

る
。

特
恵
契

約

の
第

二

ご
し
て
擧
げ

た
る
大
量
貨
物
契

約

(O
o
暮
鐘
。冨

♂
畦
目
程
びq
①
ρ
舞
コ
仲三
。
巴

ご
謂

ふ
の
は

、
特

に
重
要
視
す

べ
き
大
量
貨
物

に
封

し
て
、

コ
ン
ノ

エ
レ
ソ
ス
が
特

別
な

る
安
き
運
賃

に
て
そ

の
運

送
を
引
受

く
る

場
合

に
締

結
せ
ら

る

、
契
約

で
あ

る
。
之
は
植
民
地

政
府

の
需
用

品
や
、
海
外

に
於

け
る
鐵

道

の
建
設
叉

は
其
他

の
大
土
木

工
事

の
腱
用

品
な
ご

の
如
く

、
特

に
そ
め

蓬
蓬

の
た

め
に
荷

主

が

一
船
舶

を
傭

ひ
入
れ
得

る
様

な
場
合

は

、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン

ス
が
不
定

期
船

の
競
争
を
排
斥

す

る
目
的
を
以

て
締
結

す

る
こ
ご
が
め
り
.

叉
新

た
な

る
定

期
船
曾

肚

の
…四
現
を
誘

ふ
.に
足

る
程

、
牛
脂

多
量

の
輸
逡

す

る
貨
物

に
就

い
て
、
そ

の
出
現

を
妨
遇

す
る
目
的
を

以

て
締
結
す

る

こ
ξ
め
ら
、
又

は
大
量
.貨
物

に
し
て
他

の
鹸
…出

国

ご
の
競
事
上

、
特

に
安

き
埋
賃

を
以

て
せ
ざ

れ

ば

、
そ

の
運

送

が
衰

退
す
る
虞
あ

る
場

合
に
も
、
そ

の
衰
、退
を
防

ぐ
目

的
を
以

て
締
結

す

る

こ
ご
が
あ
る
。
從

っ

て
此
契
約
は
前
述

の
期

間
契
約

ご
は
異

り
、
特

別
の
相
手

方
を
め

み
特
別

の
賃

率
を
以

て
待
遇
す

る
の
で

、

一
般

的

に
何
人

に
も
開
放

せ
ら

れ
た

る
契

約

で
は
な

い
。

故

に
之
は
叉

異
質
契

約

(葺
σq
蛋
。
冨
三
σq
2

囚
。
葺
「興犀
Φ
)
ご

謂
は

る
。

そ
の
相
手
方

た

る
ち

の
は
、
通
常
、
植
民

地

政
府

、
そ
の
地

方
鯉
、
鐵
道

會
肚

.
運
河
會
馳
、
港
濁
會

肚

、
大

商
事
會

肚
、

木
工
業
會
肚

等

で
あ

る
。
.こ
の
契
約

も
荷
主

に
謝

し

て
、
特
別

に
安

き
運
賃

を
以

て
待
遇
す

る

こ
ピ
を
約
す

る
代

り

に
、・
そ

の
輸

送
貨

物
は
委

く

コ
ソ
フ

ェ
レ
γ
ス
船

の
み

に
よ
り
て
運

送
す

る
の
義

務

を
負
.

糟

せ
し
心

る
の
で
あ
る
。
敬

に
之
を
濁
占

維
持

の
爲

め
の
排
外
舶

序
段

虎

る

こ
ε
に
凝
は
な

即
。

.・垂)Gie.e,a.a.O,,S,280ff.



、

第
三

の
賃
禦
不
攣
翼
翼
約
ご
謂
ふ
は
、

一
定
分
難
問

ご
海
常
三

ヶ
月
、
ご
ぎ
ざ
し
で
ば
六
ケ
庁
)
嘩
ぽ
、
賃
摩

菱
の
愛
更
あ
る
も
▼
相
手
方
た
る
荷
主

に
諭
し
て
は
、
従
前
の
賃
率
に
て
運
送
す
る
こ
ε
を
約
す

獄
契
約
で
あ
る

之
は
賃
率
の
突
然

の
攣
更

に
よ
り
て
、
貿
易
商
が
取
引
笹
段
の
豫
算
に
狂
ひ
を
生
じ
、
爲
め
に
損
失
を
蒙

る
こ
ε
.

替
遊
げ
ん
が
爲

め
に
締
結

せ
ら

る
も
の
で
、
前
述

の
二
種
の
契
約

に
よ
ら
ざ
る
、
通
常
の
賃
率
表

に
よ
り
て
運
送

ず

る
荷
ま
の
締
結
ず
る
所
で
あ
る
。

コ
ン
フ
ェ
レ
.ソ
ス
は
凋
占
的
地
位
に
あ
る
が
嚼
め
賃

摩
の

愛
東

を

な

す

の

必
要
に
追
ら
る

㌧
こ
ζ
比
較
的
少
き
も
の
で
}
今
日
の
庭

に
於
て
は
最
も
多
く
賃
率
の
安
定
性
を
保
ち
得
る
も
の

.

で
は
あ

る
が
、
併
し
事
情

の
攣
化
如
何
に
よ
㌧
て
は
又
貸
牽
の
攣
更
を
な

さ
ざ

る
を
得
ざ
る
こ
ご
あ
る
は
言
ふ
迄

.

も
な
い
。
併
し
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
「の
賃
率
は
安
定
を
保
ち
居
る
も
の
な
る
が
爲
め
、
貿
易
業
者
は
そ
の
取
引
を

な
す
に
當
り
現
行
の
賃
率
を
以
て
計
算
を
立

つ
る
を
常
ざ
す
る
。
故

に
突
然
賃
率
が
攣
更
せ
ら
る

こ
.一
ε
な
ら
ば

ネ
測
の
損
失
を
蒙
る
慮
れ
が
あ
惹
。
故

に
彼
等
は

一
方
に
於
て
蓮
實
延
戻
制
よ
り
結
果
す
る
拘
束
を
甘
愛
す
る
代

旺
に
、
此
の
賃
率
を
攣
更
契
約
を
以
て
自
ら
を
保
護
す
る
手
段
に
出
つ
る
の
で
あ
る
。
併
し
で
こ
の
契
約
は
必
ず

し
も
如

何
な
る
場
合
に
於
て
も

コ
ソ
フ
.エ
レ
ソ
ス
が
そ
の
締
結
を
承
諾
す

る
も
の
ε
は
限
ら
な
い
。

荷
主
が
相

當

の
勢
力
を
有
し
、
若
し
こ
の
契
約
を
な
さ
ざ
れ
ば
、
延
展
制
の
下

に
あ
る
賃
率

に
封
ず
る
不
孕
が
、
競
争
海
運
業

者

の
活
動
を
誘
獲
す
る
虞
あ
る
様
な
場
合
に
の
み
、
そ
の
締
結
を
承
諾
す
る
妙
で
あ
る
。
故

に
此
契
約
も
そ
の
意

味

に
於
て
、
排
他
的
手
段
た
る
運
賃
延
展
制
の
作
用
を
補
完
す

る
も
の
ε
見
る
こ
ε
が
出
來
る
。
又
、
此
契
約
は

右
の
如
く
貿
易
業
者

の
利
益
を
保
護
す

る
目
的
を
以
て
締
結

せ
ら
る

、
も
の
で
あ
る
か
ら
、
運
賃

に
關
す

る
投
機

、論

叢

濁
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段

.

第
十
七
巻

(第
二
號

四
七
)

一
九
九

一



、

」

設
,
.叢
∵

扮
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段
.
.

第
+
七
巻

(第
二
號
.
四
八
)

二
Q
O

的
目
的

に
利
用

せ
ら

る

、
.;
ご
を
防

ぐ
爲

め
、
相
手

方
は
貿
易
業
者

に
限
ら
れ
℃
運
送
取

扱
人
な
ご
・に
.射

し
て
は
、

締
結

せ
ら
.る

　》
こ
ε
は
な
、い
.。

、
.
.

、
.
.

、
」

、
.

『

∴.
.
.」
∴
.
..
.

三
.

拙既

孚

撃

眼
γ
船

.

子
ン
7
.エ
レ
.シ

ス
.が
.猫

占
維
持

の
手
段

ε
し

て
、
運
賃

延
展
制

な

る
も

の
を
探
用

し
、
叉
特
恵
契
約

を
以

て

そ
噛

の
作
風
の

代
用
補
充
を

な

さ
し

め
る

こ
ε
は
、
右

に
述

ぷ
.る
が
如

く

で
め
る
。
併

し
乍
ら
、
海
は
如
何

な

る
場

合
,

に
於
て
も
軍
.
.
.降
人

の
自
由

な
.る
使
用

に
.興

へ
ら
れ

た
る
公

道
で
あ

る
。
.
若

し

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
の
賃
摩

が
通
常

の

利

濁
、率
以
.上

の
利
を
齎
す

程

に
高

き

か
、

若

し
く
は

コ
ン
フ
・レ

ソ
ス
航
路

に
於
け

る
交
通
量

が
著

し
く
獲
蓮

湿

セ

る
が
厨

め
、

叉

は

ゴ
ソ
フ
ェ
レ

ソ
ス
が
潤

澤
な

る
船
腹
を
提
供

せ
ざ

る
が
薦

め
、
船
腹

の
供
給

が
之

に
封
ず

る
.

需

要

巳
比

し
て
弔
引
続

き
不
足
す

る

が
如

き
状
態
が
生
す

る
な
ら

ば
、
眞

に
此
慮

に
競
争
者

が
獲
生

し
凍

る
コ

此
.

場

合

に
は
、
競
争

海
運
業
者

も
荷

主

を
.勧
誘
説
伏

し
て
積
荷

を
獲

る
.こ
ざ
比

較
的
容
易
な

る
状

態

に
あ

る
か
ら
、
コ
.

ソ

フ
ェ
レ
ソ

ス
の
運
賃
延
展

制
も
競
争
防
遏

作
用
を

完

全

に
獲

揮
す

る
こ
ε
が
出

楽

な
く
な

る
。

弦

に
撃

、
コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ
ス
.は
又
他
の
手
段

に
訴

へ
て
競
争
者
を
撃
退
す

る
方
法
を
ε
る
。
、・
其
手
段
ε
し
て
用

ゐ
ら
る

、
も
の
が

即
ち
所
謂
競
争
撃
退
船

(固
讐
一言
の
的露
場
)
で
あ
る
。
↑
.

.

之
ぽ
競
争
着
た
る
相
手
方
の
船

の
出
帆
す

る
ε
日
を
同
う
し
て
伺

一
の
港
よ
り
出
帆
せ
し
め
、
.同

一
の
航
路
を

航
海
せ
し
む
る
も
の
で
、
且

つ
相
手
方
の
漁
ら

ん
ご
す
る
積
荷
を
奪
取
せ
.ん
が
薦
め
に
極
め
て
安
き
運
賃
で
運
送

の
引
妥
け
を
な
す
の
で
あ
み
。
一誕
來
冷

コ
ソ
グ

ェ
レ
ソ
メ
悩
勤
士
て
競
争
を
瀾
始
す
る
が
如
き
海
狸
業
者
法
馬
相
蟷

`



属

'

の
準
備
を
以
て
之
に
若
手
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
が
競
争
撃
退
船
を
使
用
す
れ
ば
、

彼
も
亦
更

に

=
暦
安
き
運
賃
を
以
て
荷
主
を
誘
引
す
る
の
策
を
以
て
之
に
懸
戦
す

る
。

此
に
於
て
運
賃
戦

〔肉
p
ド

零
程

o
鴨

団
M。
哩

;

章

団
　

げ
叶。
蒔
・
昌

)

が
起

る
。
而

し

て
此
場

合

に
於
て
競
争

潜

の
資
力

が
離
弱

な
ら
ば

、

コ
ス
・
・

レ
ソ
ス
の
資
力

に
塵
倒

せ
ら

れ
て
、
遂

に
撃
退

せ
ら

れ
て
仕
舞

ひ

、

其

筋
踏
は
再

び

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
の
猫

占
舞

台

ご
な

る
。

併

し
乍
ら

、
相
手

方

た
る
海
運

業
者

が
豊
富
な

る
資

力
を
有
し
、
持

久
的
計
劃

の
下

に
優

秀
な

る
経
警

を
以

て

競
争
を
開
始

し
た

る
も

の
で
あ

る
場
合

に
は
、

コ

y
フ

ェ
レ
ソ
ス
も
容
易

に
こ
の
競
争
者
を

撃
退
し
能

は
ず

し

て

運
賃
職
は
次
第

に
饗

方

の
損
失
を

逓
増
す

る
に
至
る
。

殊

に
當
該
航

路

に
於

い
て
従
前

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
の
供

給

し
π

る
船
腹
が

そ

の
変

量
量

に
比

し
て
不

足
勝

ち
燦

り

し
が
如

き
場
合

に
あ

っ
て
は
、
幽
コ
ン
フ

ェ
レ
ン
ス
の
猫
占

に
劃

し
反
感

を
懐

一
荷
圭

も
少
く
な

い
が
故

に
、
競
争

者
は
縦

ひ
人
な

る
損
失

を
業

転
な

が
ら
も
、
運
賃
戦

の
永

引
く

に
從

ひ
、
其
間

に
次
第

に
讐

業

の
地

盤
を
築

く

こ
ε

、
な
る
。
加
之

、
競
争
者

の
猛
烈
な

る
も

の
に
至
り

て

は
、

荷
主

が
.
コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
に
劃
す
.る
『
愚

管
」
を
破

る
こ

ε
に
よ
り

て
失

ふ

べ

き

延

展

金
を
馬
之

に
代
り

て

賠
償
す

べ
き
約

束

の
下

に
、

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
の
主

要

な
る
荷

主
を

さ

へ
奪
取
す

る
に
至

る

こ
ε
が
あ

る
。

事

こ

へ
に
至
ら
ば

、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
も
競
争

者

ε
愛
協

す

る
の
外

に
は

、
そ

の
凋
占

を
維
持
す

る
の
方

法
が
な

い
。

而
し

て
蛋
協

の
結
果

は
、
此

競
争

盾
を

コ
ソ
フ
ェ
レ

ン
ス
の

】
員

に
加

ふ
る
こ
ε

、
な
り

て
、

運
賃
職

の
局

が
結

ば

れ
る
の
で
あ

る
。

論

叢

掲
占
海
運
業
者
の
.排
他
的
手
段

第
十
七
巻

(第
二
號

四
九
)

二
.O
「

」



覧

」

L
、

論

叢

獅
占
海
運
業
者
の
排
他
的
手
段

第
†
七
巻

(第
二
號

五
Q
)

二
〇
二

資

力

の
少

き
海
運

業
者
は

、
・縦

ひ
海
運
界

の
景
氣

鍵

動

に
乗

じ

て
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
に
謝

し
競
争
を

開
始
す

る
も
、
運
賃
職

に
敗

北

し
て
駆

逐
せ
ら

れ
、
之

に
加
盟
す

る

の
目
的
を
達

し
得
す

し
て
、
濁
占
領

域
外

に
斥

け
ら

れ

る
。

～買
力

の
人
な

る
海
蓮
業
者

は
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン

ス
に
謝

し
運
賃
戦

を
開
始
す

る
こ
ε
に
よ
り

て
、

之

に

「
割

込
む
」
こ
ε
を
得

、
凋
占

利
益

の
分
け
前

に
與

る

こ
ε
が
出

水

る
。
否

、
資

力

の
大

に
し
て
優

秀
な

る
経
管

を

な
す
大
海
蓮
業

者
は
、

軍

に

」
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス
に
加
盟

の
要
求

を
提
出
す

る
こ
こ
の
み
に
よ
6
て
も

、
之

に
割

込

む

こ
ε
が
出

來

る
。

か
く
の
如

き
も

の
に
封

し
て
は

、
運
賃
延
展

制
も
そ

の
競
争
を
防
遏
す

る
に
足
ら
ず

、
運
賃

職

も
軍

に
大
損
失
を
恋
す

の
み
で

、
有
利

な
る
勝
利

を
牧
む

る
の
見
込
な

き
こ
ε
明
か
な

る
が
爲

め
、

コ
ン
フ
ェ

レ
ソ
ス
も
初

め
よ
b
敵
勢
行

動
を
避

け

て
、
慮苧
ろ
柑

提
携

し
て
そ

の
猫
占

的
地

位
を
守
ぢ

の
賢

明
な

る
を
知

る
か

ら

で
あ

る
。
例

へ
ば
、

チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ブ

ー

ス
氏

が
英
吉

利
海
運
同
盟
調
査

委
員
會

に
於

て
陳
述

し

た
る
所

に
よ

れ
ば
、
常
時

の
漠
米

倉
肚

の
如

き
も
の
に
謝

し
て
は

、

如
何

な

る

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
も
敵
対

行
動
を
避

け
て
之

が

、
加
盟
を
承
諾
す

る
の
外
な
ら

な

か

っ
た

ε
云
ふ
。故

に
比

熱

よ
り
見

れ
ば
、
コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス
が
運
賃

延
戻

制
叉
は

運
賃
職

な
ざ

の
排
他
的
手
段

に
よ
り

て
維
持
す

る
所

の
畑絢
占

的
地

位
は
絶

樹

的

の

も

の
で
は
な
く
、
競
争

者

の

割

込
み
を
鯨
儀
な

く
せ
ら

る

、
所

の
も

の
で
あ

る
は

明

か
で
あ
る
。
併
し
叉
、

そ

の
割
込

み
を

な
し
得

る
も
の
は

大
資

力
を
有

す

る
大
企
業

の
海
運
會
肚

に
限
ら
れ
、

小
資
力

の
海

運
業
者

の
元
よ
b
與

b
得

る
所

で
は
な

い
。

そ

の
故

に

コ
ソ
フ

ェ
レ
ン
ス
が

又
或

る
範

園
内

に
於

て
、

濁
占

の
暴
威
を
振

ひ
不
當

の
利
益
を
牧

め
得

る
鯨
地
を

有

の

し

得

る

も

明

か

で

あ

る

。

(大
正
+
二
年

二
月

初
旬
佛
蘭
西

シ
ュ
ア

ン
レ
ー
パ

ン
の
客
舎
に
捨
て
)
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